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 B-TACEを行った 36例 45結節と、cTACE を行った 41例 45結節の肝細胞癌を検討の対象とした。今
回の検討では、多発している病変の一つに B-TACE あるいは cTACE を行った場合も検討の対象とした。 





した。治療効果については、治療後 2～3 か月後にダイナミック CT あるいはダイナミック MRI を撮影
し、RECICL2015 revised versionに基づいて評価した。 
 患者背景には B-TACE群、cTACE群間に差はみられないが、治療時に投与した lipiodol の量は B-TACE







へ wedge するまで選択的に挿入する必要があるが、B-TACE ではより近位側でもバルーン閉塞すること
により同様の状況を作り出すことができ、cTACEと同等以上の治療効果が得られると考えられる。 
 肝障害は、B-TACE群で lipiodolの投与量が多く、また同時に複数個所治療した症例が多かったにもか
かわらず、B-TACE群の方が軽度であった。これはバルーン閉塞に伴う腫瘍と肝実質の血流動態の変化の
違いにより、肝実質への lipiodol流入が抑えられるためと考えられる。肝細胞癌患者の多くは肝硬変を合
併し肝機能が低下しており、また肝細胞癌は肝内に再発を繰り返し、TACEなどの治療を繰り返し行わな
ければならない症例が多いので、肝障害が軽度な B-TACE は肝細胞癌患者にとって非常に有用な治療法
であると考えられる。 
  
